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平成 30年度決算を審査

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
空
調
整
備

費
用
抑
制
は
、よ
い
実
例
に

　
問　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
空
調

設
備
の
更
新
工
事
は
、
も
と
も

と
１
億
８
千
万
円
の
予
算
で

あ
っ
た
が
、
工
事
内
容
の
変
更

に
よ
り
決
算
額
２
，
８
９
４
万

４
千
円
と
抑
制
さ
れ
た
。方
針

転
換
し
た
経
緯
は
。

答　

平
成
29
年
当
初
は
電
気
式

で
の
更
新
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
が
、
町
長
が
か
わ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
工
事
内
容
を
再
検
討

し
、
総
合
的
な
予
想
経
費
が
下

回
る
重
油
方
式
を
継
続
す
る
と

い
う
方
針
転
換
を
し
た
も
の
で

す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
子
育
て
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
制
度
の
周
知
を

　
問　

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
子
育
て
タ
ク

シ
ー
の
利
用
料
金
の
助
成
に
つ

い
て
、
予
算
と
比
べ
て
実
績
が

低
い
。よ
い
制
度
な
の
で
、し
っ

か
り
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

答　

予
算
で
は
１
０
０
人
の
利

用
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

平
成
30
年
度
の
利
用
者
は
10
人

で
し
た
。認
知
度
が
低
い
と
考

え
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
制
度

の
周
知
を
は
か
っ
て
い
き
ま

す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ　

参
加
者
増

の
た
め
、景
品
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

　
問　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
多
く

の
方
が
参
加
し
て
い
る
。住
民

の
健
康
の
た
め
に
は
良
い
こ
と

な
の
で
、
さ
ら
に
魅
力
の
あ
る

景
品
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
参
加

者
が
増
加
す
る
の
で
は
。

答　

今
年
で
３
年
目
の
制
度
で

す
が
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
で
貯

め
た
ポ
イ
ン
ト
で
交
換
で
き
る

景
品
は
、
少
し
ず
つ
変
更
し
て

い
ま
す
。今
後
も
、景
品
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

斑
鳩
た
め
池
を

住
民
の
憩
い
の
場
に
活
用
を

　
問　

斑
鳩
た
め
池
の
環
境
整
備

に
約
１
６
０
０
万
円
を
支
出
し

て
い
る
が
、
有
効
活
用
の
方
策

は
。

答　

農
業
用
た
め
池
の
水
辺
空

間
を
活
用
し
、
住
民
が
利
用
で

き
る
拠
点
整
備
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。周
辺
道
路
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
ベ
ン
チ
や
ト
イ
レ

等
を
設
置
し
、
県
事
業
で
す
が

町
が
事
業
費
の
25
％
分
を
負
担

し
て
い
ま
す
。令
和
元
年
度
に

完
成
し
ま
す
の
で
、
住
民
に
広

く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

県
内
14
市
町
村
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー

ク
ル
ー
ト
で
観
光
客
増
を

　
問　

奈
良
盆
地
周
遊
型
ウ
ォ
ー

ク
ル
ー
ト
整
備
は
、
奈
良
市
か

ら
斑
鳩
町
に
観
光
客
を
呼
ぶ
た

め
効
果
的
と
考
え
る
が
、い
つ
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
完
成
す
る

の
か
。

答　

奈
良
の
基
幹
ウ
ォ
ー
ク

ル
ー
ト
を
ル
ー
プ
状
に
設
定
す

る
県
事
業
に
参
加
し
て
お
り
、

平
成
30
年
度
に
サ
イ
ン
の
設
計

業
務
を
実
施
し
ま
し
た
。令
和

元
年
度
、
町
内
７
か
所
で
サ
イ

ン
を
設
置
し
ま
す
。

危
険
な
空
き
家
の
対
応
を

問　

危
険
な
空
き
家
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
指

導
し
て
い
る
の
か
。

答　

通
報
等
に
よ
り
情
報
を
得

た
場
合
、現
地
を
確
認
し
、必
要

に
応
じ
て
文
書
等
に
よ
り
通

知
、
対
応
の
要
請
を
し
て
い
ま

す
。平
成
30
年
度
で
は
34
件
の

空
き
家
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の

所
有
者
、
権
利
関
係
者
に
文
書

通
知
な
ど
、
対
応
の
要
請
を
し

ま
し
た
。

　

　平成３０年度斑鳩町一般会計、各特別会計、企業会計の歳入歳出決算を審査するため、９月９日、１０日
の２日間にわたり、決算審査特別委員会を開催しました。審査の結果、各会計の決算とも、満場一致で認定
すべきものと決しました。今回は、その審査概要をご報告します。

平成３０年度決算を認定

　
委
員
会
で
は
、
監
査
委
員
か
ら
、

各
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
調
製
さ

れ
、
誤
り
が
な
い
も
の
と
認
め
ら

れ
た
こ
と
、
ま
た
、
各
基
金
の
運

用
状
況
に
つ
い
て
も
計
数
に
誤
り

な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
と
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
を
受
け
た
後
、
決
算

の
認
定
の
た
め
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

一
般
会
計

◀
藤
ノ
木
古
墳
付
近
の
ウ
ォ
ー
ク

ル
ー
ト
に
設
置
さ
れ
た
サ
イ
ン

❷



平成 30年度決算を審査

身
近
な
防
災
イ
ベ
ン
ト
で

住
民
意
識
の
向
上
を

　
問　

防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
が
好
評

で
す
の
で
、
町
と
し
て
大
き
く

広
げ
て
は
ど
う
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
住

民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
お
り
、

今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
準
備
を

　
問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
必
要
な
環

境
整
備
や
、
今
後
導
入
さ
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
準
備

は
進
め
て
い
る
か
。

答　

小
・
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
に
、
１
人
１
台
使
え
る
よ

う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
の
更
新
を
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

に
つ
い
て
も
、
教
育
委
員
会
と

学
校
が
連
携
し
、
先
進
地
研
修

を
行
う
等
、
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
の
き
れ
い
な
史
跡
中

宮
寺
跡
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

　
問　

コ
ス
モ
ス
の
時
期
、
中
宮

寺
跡
に
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、

駐
車
場
が
な
い
の
で
路
上
駐
車

す
る
人
も
い
る
。駐
車
場
を
確

保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

令
和
元
年
度
は
、
史
跡
中

宮
寺
跡
で
コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
し
、
そ
の
前
後
の
約
１

か
月
間
、
史
跡
中
宮
寺
跡
の
多

目
的
広
場
を
臨
時
駐
車
場
と
し

て
開
放
す
る
予
定
で
す
。

県
へ
の
納
付
金
と
給
付
金
の
バ

ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
い

　
問　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
県

単
位
化
に
伴
う
県
へ
の
負
担
金

と
、
町
が
給
付
す
る
費
用
の
バ

ラ
ン
ス
が
適
正
か
ど
う
か
、
検

証
し
て
い
る
の
か
。

答　

県
支
出
金
の
決
算
額
と
保

険
給
付
費
の
決
算
額
は
、
概
ね

20
億
５
千
万
円
で
す
。県
納
付

金
は
、
県
全
体
の
見
込
給
付
を

人
口
や
世
帯
数
に
応
じ
て
各
市

町
村
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

働
く
世
代
が
受
診
し
や
す
い

検
診
の
体
制
を

　
問　

仕
事
の
た
め
、
な
か
な
か

特
定
健
康
診
査
を
受
診
で
き
な

い
人
も
受
診
で
き
る
よ
う
、
ど

ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
。

答　

病
院
で
の
個
別
検
診
と
保

健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
検
診
の

ど
ち
ら
で
も
受
診
で
き
る
体
制

で
す
。土
曜
日
に
集
団
検
診
を

実
施
し
た
り
、
町
内
の
医
師
と

協
力
し
受
診
勧
奨
し
た
り
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
が
受
診
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
計
画
に
沿
っ
て
サ
ー

ビ
ス
給
付
で
き
て
い
る
か
？

　
問　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
１
年
目
と
な
る
平
成
30
年

度
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
は
見
込
み

通
り
で
あ
っ
た
か
。

答　

第
６
期
の
余
剰
金
の
繰
越

を
除
き
、
計
画
し
て
い
た
サ
ー

ビ
ス
給
付
の
96
・
４
％
で
し
た
。

県
域
水
道
一
体
化
の
動
き
の
中

斑
鳩
町
の
方
針
は
？

　
問　

仮
に
県
水
１
０
０
％
に
し

た
場
合
、
自
己
水
に
戻
す
こ
と

が
で
き
な
い
、
県
水
値
上
が
り

の
可
能
性
な
ど
、
課
題
が
あ
る

と
思
う
が
、町
の
方
針
は
。

答　

現
状
の
と
お
り
自
己
水
も

利
用
す
る
方
式
と
県
水
１
０

０
％
の
方
式
の
２
通
り
の
財
政

推
計
表
を
作
成
し
、
よ
く
検
討

し
な
が
ら
議
会
と
相
談
し
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

整
備
の
促
進
と
加
入
促
進
で

下
水
道
財
政
の
健
全
運
営
を

　
問　

公
営
企
業
会
計
に
な
っ
た

が
、独
立
採
算
に
む
け
て
、下
水

道
事
業
の
財
政
運
営
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

効
率
的
か
つ
経
済
的
に
、

創
意
工
夫
し
て
、
下
水
道
の
早

期
完
成
に
努
め
ま
す
。ま
た
、財

政
推
計
に
掲
げ
る
接
続
件
数
を

確
保
す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
質
疑
回

答
が
あ
り
、
審
議
を
深
め
ま
し

た
。

（
伴
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委　
員　
長　
　

伴 　
　

吉 

晴

副
委
員
長　
　

奥 

村　

容 

子

委　
　

員　
　

溝 

部 

真
紀
子

　

〃　
　
　
　

齋 

藤　

文 

夫

　

〃　
　
　
　

井 

上　

卓 

也

　

〃　
　
　
　

横 

田　

敏 

文

　

〃　
　
　
　

木 

澤　

正 

男

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

▶
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
で　

　

実
施
さ
れ
て
い
る
集
団
検
診

▲小学校に配置されたタブレット

❸



❹

令和元年第５回定例会では、それぞれの議案を委員会に付託し、
詳しく審査しています。
議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。
　　決算：決算審査特別委員会　　　　　２～３ページ
　　建水：建設水道常任委員会　　   　　１３ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　 　  　　１４ページ
　　総務：総務常任委員会　　　　  　 　１５ページ

9月定例会では
こ

んな
ことが決まりました

定例会の案件 結　果付託先

付託先

条例

予算

決算

人事

報告

その他

陳情

発議

斑鳩町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例について

斑鳩町立幼稚園保育料に関する条例について 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例について

斑鳩町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例について

斑鳩町印鑑条例の一部を改正する条例について 

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について 

斑鳩町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する
条例について

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について 

斑鳩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について  

斑鳩町下水道条例の一部を改正する条例について   

斑鳩町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について

令和元年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について  

令和元年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

令和元年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

平成３０年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

平成３０年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について  

平成３０年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成３０年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成３０年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成３０年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について  

平成３０年度斑鳩町下水道事業会計決算の認定について  

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１・その２）

斑鳩町教育委員会委員の任命について同意を求めることについて（その１・その２）

斑鳩町公文書開示審査会委員の委嘱について同意を求めることについて（その１～その５）

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和元年度斑鳩町一般会計補正予算
（第４号）について）

平成３０年度斑鳩町下水道事業会計継続費精算報告書の報告について

平成３０年（ワ）第５３６号損害賠償請求事件の和解について 

大和川上流域における治水事業の促進を求める意見書（国へ）及び大和川
流域における治水事業の促進を求める意見書（県へ）それぞれの採択について

長田町町営住宅駐車場の道路への用途変更要望について  

大和川上流域における治水事業の促進を求める意見書について 

大和川流域における治水事業の促進を求める意見書について 

総務

総務

総務

総務

厚生

総務

総務

厚生

厚生

厚生

厚生

建水

総務

総務

厚生

厚生

決算

決算

決算

決算

決算

決算

決算

総務

建水

建水

第 5回 定例会
令和元年９月２日～９月２６日

満場一致で可決

賛成多数で可決

満場一致で可決

賛成多数で可決

満場一致で可決

満場一致で認定

満場一致で適任と答申

満場一致で同意

満場一致で同意

報告

賛成多数で可決

満場一致で採択

継続審査

満場一致で可決

満場一致で可決
６ページに
意見書

５ページに
意見書

１７ページに
賛否の討論

１６ページに
賛否の討論

１６ページに
賛否の討論

浅野恭世氏、葛
本博美氏、中　
達也氏、廣野隆
信氏、吉岡祥充
氏を選任する
ことに同意

あさ の   やす  よ　　　  くず

もとひろ  み　　　  なかにし

たつ や　　　   ひろ の  たか

のぶ　　　よしおかよしみつ　

小野隆秀氏、
冨井祐子氏を
選任することに
同意

  お    の  たかひで

とみ  い  ゆう  こ

上田昌功氏、
松原眞由美氏
を推薦すること
に適任と答申

うえ  だ  まさ のり 

まつばら  ま    ゆ    み 



❺

　平素は、本町の治水対策にご指導、ご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。
　近年、梅雨前線に伴う豪雨や台風等により、全国的に甚大な災害が頻発しています。
　平成30年７月豪雨では、西日本から東海地方を中心に広い範囲で大雨が続き、７月の月降水
量平年値の２から４倍となる大雨となったところがあり、７月５日から８日にかけては、西日本
付近に停滞した梅雨前線に向けて、極めて多量の水蒸気が流れ込み続けるとともに、局地的には
線状降水帯が形成され、持続的な大雨がもたらされ、特に広島県で115人、岡山県で66人の方
が亡くなられました。
　奈良県におきましても、奈良市から生駒山地にかけて雨量が多い状況で、７月５日から６日の
夜にかけ、大和川流域で最大１時間降水量約31ｍｍを記録し、内水による家屋浸水などの被害
が発生しており、また１人が亡くなられています。
　平成29年10月の台風21号では、大阪府内柏原地点上流域において、12時間雨量155ｍｍ
を記録し、この雨による出水で、大和川は奈良県内藤井水位観測所において、観測史上最高の
10.16ｍの水位を観測後、計測不能となり、奈良県内王寺水位観測所においても、観測史上最
高の8.14ｍの水位を観測し、水位は堤防の天端付近まで上昇し、奈良県内立野南地点では溢水
による洪水の被害が生じるとともに、流域全体では、内水によるものも含め家屋の一部損壊、床
上浸水が発生しました。
　国土交通省におかれては、平成29年度補正、平成30年度補正、令和元年度当初予算を確保さ
れ、緊急的に河道掘削、樹木伐採などの河川改修事業や斑鳩町の三代川地区、目安地区、川西町
の保田地区、唐院地区、安堵町の窪田地区の合計約110万㎥の大和川中流遊水地事業を進め、治
水安全度向上に尽力いただいているところです。
　また、奈良県におかれても、昨年５月より新たな「ためる対策」として、内水による家屋の床
上・床下浸水被害の解消のため、県と市町村が連携し、必要な貯水施設等を適地に整備する「奈
良県平成緊急内水対策事業」を進めていただいています。
　度重なる河川の増水等による浸水被害は、地域に暮らす人々の生活に及ぼす影響はまさに深刻
で計り知れないものがあり、浸水被害の解消は極めて重要な国の施策課題であります。
　王寺町、三郷町、天理市、斑鳩町、安堵町、川西町、河合町、大和郡山市の２市６町で組織す
る大和川改修促進期成同盟会では、毎年、地域の保全と住民の生命・財産を守り、安全で豊かな
地域づくりのため、治水事業の促進をはじめ、美しい水環境の実現や貴重な親水空間の利活用の
促進に努力されております。
　大和川流域は、奈良県の人口の約９割にあたる130万人が居住し、政治・経済の中枢施設を多
数抱える大変重要な地域であり、これら土地利用の高度化に伴う流出形態の変化に対する治水施
設の安全度は、相対的に低下しつつあり、頻発する災害はますます多様化し、激甚の度を加えて
来ております。
　大和川は、奈良盆地の水を一同に集水し、県境の亀の瀬峡谷を経て大阪平野へと流れています
が、大和川上流部は、亀の瀬地区の挟窄部により大和川がせき止められ、急激な水位上昇と内水
浸水を起こす特徴があります。
　今日の財政をとりまく情勢は誠に厳しいものがありますが、国民の安全と安心を確保すること
は、国の基本的な責務であり、治水事業を含めた公共事業の推進が必要不可欠であります。
　以上のような事情をご高察いただき、大和川上流域における治水事業の促進につきまして特段
のご配慮を賜りますよう強く要望します。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

大和川上流域における治水事業の促進を求める意見書

関係機関に
意見書を送付

９月定例会では、委員会から提案された２件の意見書が
可決され、関係機関に送付しました。

〈この意見書は、国の関係機関へ提出しました〉



❻

議
員　

斑
鳩
町
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
の
方
々
を
あ
た
た
か

く
お
迎
え
す
る
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、大
阪
万
博
に
加
え
、聖

徳
太
子
１
４
０
０
年
御
遠
忌
な

ど
世
界
中
か
ら
の
注
目
が
集
ま

り
ま
す
。観
光
の
人
数
だ
け
で

は
な
く
、
国
も
言
語
も
多
様
と

な
り
ま
す
。多
言
語
で
の
観
光

案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
表
示
、

通
訳
、Wi
ー

Fi
等
の
現
状
を
お
聞

き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

斑
鳩
町
で
は
、
日

本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語

の
観
光
案
内
板
の
設
置
や
、
フ

ラ
ン
ス
語
を
加
え
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
に

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
斑
鳩
ア

イ
セ
ス
の
方
）
を
配
置
し
て
い

ま
す
。同
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ｒ
法

隆
寺
駅
に
無
料
Wi
ー

Fi
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、私
設
の
Wi
ー

Fi

整
備
へ
の
補
助
制
度
の
創
設

（
30
年
度
）
し
ま
し
た
。さ
ら
に

英
語
版
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
ま
し
た
。民
間
業
者

も
、
外
国
語
表
記
の
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
す
る
等
、
外
国
人
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

議
員　

国
・
言
語
の
違
い
だ
け

で
な
く
、
宗
教
、
行
動
、
表
現
方

法
な
ど
の
違
い
を
お
互
い
に
尊

重
し
あ
え
る
た
め
の
取
り
組
み

を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

多
文
化
共
生
意
識

の
向
上
の
た
め
、
小
学
生
の
児

童
と
留
学
生
や
外
国
人
居
住
者

と
の
国
際
交
流
事
業
（
住
民
活

動
団
体
に
よ
る
）
な
ど
が
行
わ

　平素は、本町の治水対策にご指導、ご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。
　近年、地球温暖化に伴う気候変動が激化し、平成３０年７月豪雨や平成２９年台風２１号など、
全国的に局地的な豪雨が著しく多発し、降雨量が観測史上最大となるなど、激しい気象現象が頻
発しており、河川の氾濫、護岸の崩壊、山沿いでは崖崩れが多発し、甚大なる被害を受けるなど、
そのダメージはまさに壊滅的なものです。
　平成２９年の台風２１号の豪雨では、計画高水位を超える水位に達するなど、弱小堤防の強化、
疎通能力の不足箇所の解消、内水対策に加え、緊急に流域住民の生命・財産を守る溢水対策の改
修事業の促進が必要となっています。
　県におかれては、平成２９年の台風２１号の被害を鑑み、新たな「ためる対策」として、内水
による家屋の床上・床下浸水被害の解消のため、県と市町村が連携し、必要な貯水施設等を適地
に整備する「奈良県平成緊急内水対策事業」の推進をはじめ、今後ますます流域の関係者による
一体的な取組が不可欠になると考えています。
　従いまして、本事業を強力に推進するため、予算確保や補助制度の充実を図るとともに、大和
川改修事業予算の大幅な増額措置をさらに継続してもらえるように、国に対してより一層の財政
援助を働きかけていただくようお願いします。
　王寺町、三郷町、天理市、斑鳩町、安堵町、川西町、河合町、大和郡山市の２市６町で組織す
る大和川改修促進期成同盟会では、地域の保全と住民の生命・財産を守り、安全で豊かな地域づ
くりのため、治水事業の促進だけでなく、大和川の水質改善、景観対策など美しい水環境の実現
に努力されております。
　今日の財政をとりまく情勢は誠に厳しいものがありますが、次世代に負担を残さない、災害に
強い安全な国土を造り上げるためには、治水事業を含めた公共事業の推進が必要不可欠でありま
す。
　以上のような事情をご高察いただき、大和川流域における治水事業の促進につきまして特段の
ご配慮を賜りますよう強く要望します。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。　　

大和川流域における治水事業の促進を求める意見書

水害を未然に防ぐため、坂口議長が知事に陳情

れ
て
い
ま
す
。先
進
地
事
例
も

参
考
に
調
査
・
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員　

子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
、
な
か
な
か
国
際
交
流
の
機

会
が
な
い
地
域
の
方
に
も
多
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、海
外
と
日
本
で
は「
刺

青
」
に
つ
い
て
の
価
値
観
が
大

き
く
違
い
ま
す
。い
き
い
き
の

里
で「
刺
青
」の
方
が
入
浴
希
望

さ
れ
た
ら
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す

か
。

住
民
生
活
部
長　

刺
青
の
方
の

入
浴
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

議
員　

各
地
で
テ
ー
プ
貼
り
や

時
間
差
な
ど
住
民
の
方
と
協

力
、
認
め
合
っ
て
入
浴
可
能
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。充
分

な
検
討
を
望
み
ま
す
。

〈この意見書は、奈良県に対して提出しました〉

　１０月９日、大和川改修促進期成同盟会を組織する市町の議会議長が奈良県庁を訪問し、荒井知事に
各議会で可決された意見書を手渡し、大和川流域の治水事業の促進を陳情しました。

▲坂口議長より荒井知事に
　意見書を手渡しました。

▲大和川改修促進期成同盟会の
　活動に各議会も尽力しています。
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取
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て
お
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い
し
ま
す
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１
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０
０
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遠
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ど
世
界
中
か
ら
の
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ま

り
ま
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光
の
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数
だ
け
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は
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国
も
言
語
も
多
様
と

な
り
ま
す
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言
語
で
の
観
光

案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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表
示
、

通
訳
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ー
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等
の
現
状
を
お
聞

き
し
ま
す
。

総
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部
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斑
鳩
町
で
は
、
日

本
語
、
英
語
、
中
国
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、
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の
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内
板
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設
置
や
、
フ

ラ
ン
ス
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を
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え
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パ
ン
フ

レ
ッ
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を
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成
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て
い
ま
す
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ま
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、
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に

通
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イ
セ
ス
の
方
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を
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置
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い

ま
す
。同
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ｒ
法

隆
寺
駅
に
無
料
Wi
ー
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を
提
供

す
る
と
と
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に
、私
設
の
Wi
ー

Fi

整
備
へ
の
補
助
制
度
の
創
設

（
30
年
度
）
し
ま
し
た
。さ
ら
に

英
語
版
の
観
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
ま
し
た
。民
間
業
者

も
、
外
国
語
表
記
の
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
す
る
等
、
外
国
人
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

議
員　

国
・
言
語
の
違
い
だ
け

で
な
く
、
宗
教
、
行
動
、
表
現
方

法
な
ど
の
違
い
を
お
互
い
に
尊

重
し
あ
え
る
た
め
の
取
り
組
み

を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

多
文
化
共
生
意
識

の
向
上
の
た
め
、
小
学
生
の
児

童
と
留
学
生
や
外
国
人
居
住
者

と
の
国
際
交
流
事
業
（
住
民
活

動
団
体
に
よ
る
）
な
ど
が
行
わ

濱
眞
理
子
議
員
・
７
ペ
ー
ジ

◎
多
文
化
を
認
め
合
う
観
光
ま
ち

づ
く
り
を

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
支
援
に
つ
い

て
○
公
共
施
設
等
の
身
体
障
害
者
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

伴
吉
晴
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

◎
こ
の
２
年
弱
の
町
政
を
伺
う

奥
村
容
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に

つ
い
て

◎
死
亡
に
伴
う
町
役
場
で
の
手
続

き
を
わ
か
り
や
す
く
ご
案
内
す

る
こ
と
に
つ
い
て

○
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）の
観
点
か
ら
町
の
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

溝
部
真
紀
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

○
児
童
虐
待
に
つ
い
て

○
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
導
入
に

対
す
る
補
助
金
創
設
に
つ
い
て

◎
流
域
下
水
道
処
理
場
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て

大
森
恒
太
朗
議
員
・
10
ペ
ー
ジ

◎
斑
鳩
町
中
央
体
育
館
の
町
外
居

住
者
の
使
用
に
つ
い
て

木
澤
正
男
議
員
・
10
ペ
ー
ジ

○
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
い
き

い
き
の
里
に
つ
い
て

◎
建
築
物
の
高
さ
規
制
と
今
後
の

町
づ
く
り
に
つ
い
て

○
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
う
副
食
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
○
「
く
ら
し
支
え
あ
い
条
例
」

（
仮
称
）
に
つ
い
て

◎
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

小
城
世
督
議
員
・
11
ペ
ー
ジ

◎
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
国
、
県

で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
内
水

対
策
に
つ
い
て

○
こ
れ
か
ら
頻
繁
に
発
生
す
る
と

考
え
ら
れ
る
水
害
等
の
災
害
に

つ
い
て
町
の
対
策
に
つ
い
て

○
小
学
校
・
中
学
校
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
を
持
ち
込

む
こ
と
に
つ
い
て

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
袋
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

齋
藤
文
夫
議
員
・
12
ペ
ー
ジ

◎
災
害
時
の
命
を
守
る
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て

○
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
に
つ

い
て

多
文
化
を
認
め
合
う

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
を

濱　眞理子  議員

一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、

新たな施策の提案を行ったりするものです。

本定例会での一般質問は、９月５日・６日の両日、８人の議員が行いま

した。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

れ
て
い
ま
す
。先
進
地
事
例
も

参
考
に
調
査
・
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員　

子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
、
な
か
な
か
国
際
交
流
の
機

会
が
な
い
地
域
の
方
に
も
多
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、海
外
と
日
本
で
は「
刺

青
」
に
つ
い
て
の
価
値
観
が
大

き
く
違
い
ま
す
。い
き
い
き
の

里
で「
刺
青
」の
方
が
入
浴
希
望

さ
れ
た
ら
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す

か
。

住
民
生
活
部
長　

刺
青
の
方
の

入
浴
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

議
員　

各
地
で
テ
ー
プ
貼
り
や

時
間
差
な
ど
住
民
の
方
と
協

力
、
認
め
合
っ
て
入
浴
可
能
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。充
分

な
検
討
を
望
み
ま
す
。



一 般 質 問

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。それぞれの議案
について、詳しく知りたい場合は、役場３階の議会事務局までお越しください。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 議会事務局( ☎７４－１００１　内線３０２）

議会の議案書を閲覧できます

❽

議
員　

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
、
流
域
下
水
道
処
理
場
施

設
を
利
用
す
る
市
町
村
が
県
に

払
っ
て
い
る
、
維
持
管
理
負
担

金
の
軽
減
に
つ
い
て
斑
鳩
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
30
年
度

決
算
額
で
は
下
水
道
使
用
料
が

約
１
億
５
千
万
円
に
対
し
、
流

域
下
水
道
管
理
運
営
負
担
金
が

約
６
６
０
０
万
円
と
な
り
使
用

料
の
44
％
を
占
め
て
い
る
状
況

で
す
の
で
、
維
持
管
理
負
担
金

の
単
価
に
つ
い
て
奈
良
県
に
値

下
げ
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
が
加
入
し
て
い

る
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

費
用
は
約
34
億
８
千
万
円
で
あ

り
、
加
入
し
て
い
る
市
町
村
の

負
担
金
総
額
は
約
46
億
３
千
万

円
で
す
。そ
の
差
額
11
億
５
千

万
円
は
、
県
下
３
か
所
の
赤
字

処
理
場
施
設
の
補
填
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
法
律
的
に

問
題
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

奈
良
県
か
ら

は
汚
水
処
理
に
係
る
維
持
管
理

負
担
金
単
価
に
つ
い
て
県
下
統

一
単
価
と
し
、
県
内
４
か
所
の

処
理
場
を
奈
良
県
全
体
の
事
業

と
し
て
支
え
て
い
く
と
い
う
説

明
で
あ
り
ま
す
。

議
員　

通
常
は
一
番
安
い
処
理

施
設
の
単
価
を
統
一
単
価
と

し
、
そ
の
差
額
を
県
が
負
担
し

て
い
ま
す
。下
水
道
法
の
観
点

か
ら
も
県
が
設
定
し
て
い
る
単

価
は
非
常
に
高
く
、
ま
た
そ
の

よ
う
な
統
一
単
価
設
定
を
し
て

い
る
県
は
全
国
で
奈
良
県
を
含

む
３
県
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。一

般
排
水
単
価
を
元
に
簡
単
に
積

議
員　

町
長
は
、就
任
後
、公
約

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
施
策
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
か
。

町
長　

就
任
直
後
か
ら
、
私
の

公
約
で
あ
る
「
新
し
い
斑
鳩
を

創
る
」を
実
現
す
る
た
め
に
、ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

周
辺
の
交
通
結
節
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
奈
良
県
と
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。ま
た
、特
産
品
の

販
売
等
が
可
能
な
、
ま
ち
あ
る

き
拠
点
の
誘
致
を
進
め
、（
株
）

呉
竹
荘
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
・
宿

泊
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　

　

そ
の
他
、現
在
、数
多
く
の
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
も

の
の
、
未
だ
実
現
に
至
っ
て
い

な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
公
約
実
現
に
向
け

て
、
初
心
を
忘
れ
ず
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

中
西
町
長
の
公
約
の
中

で
、「
連
携
」
と
い
う
大
き
な

テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず

「
国
と
の
連
携
」と
し
て
、
遊
水

地
事
業
の
進
捗
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

国
に
お
い
て
協
議
さ
れ

て
い
る
町
内
で
の
遊
水
地
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
方
と
意

見
交
換
会
や
説
明
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。町
と
し
て
も
、今
後
も

地
元
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

国
と
力
を
合
わ
せ
治
水
事
業
の

推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
員　

次
に
、「
県
と
の
連
携
」

と
し
て
、
法
隆
寺
駅
の
東
側
を

流
れ
る
三
代
川
の
改
修
に
つ
い

て
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

県
事
業
で
は
あ
り
ま
す

議
員　

斑
鳩
町
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
の
方
々
を
あ
た
た
か

く
お
迎
え
す
る
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、大
阪
万
博
に
加
え
、聖

徳
太
子
１
４
０
０
年
御
遠
忌
な

ど
世
界
中
か
ら
の
注
目
が
集
ま

り
ま
す
。観
光
の
人
数
だ
け
で

は
な
く
、
国
も
言
語
も
多
様
と

な
り
ま
す
。多
言
語
で
の
観
光

案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
表
示
、

通
訳
、Wi
ー

Fi
等
の
現
状
を
お
聞

き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

斑
鳩
町
で
は
、
日

本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語

の
観
光
案
内
板
の
設
置
や
、
フ

ラ
ン
ス
語
を
加
え
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
に

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
斑
鳩
ア

イ
セ
ス
の
方
）
を
配
置
し
て
い

ま
す
。同
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ｒ
法

隆
寺
駅
に
無
料
Wi
ー

Fi
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、私
設
の
Wi
ー

Fi

整
備
へ
の
補
助
制
度
の
創
設

（
30
年
度
）
し
ま
し
た
。さ
ら
に

英
語
版
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
ま
し
た
。民
間
業
者

も
、
外
国
語
表
記
の
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
す
る
等
、
外
国
人
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

議
員　

国
・
言
語
の
違
い
だ
け

で
な
く
、
宗
教
、
行
動
、
表
現
方

法
な
ど
の
違
い
を
お
互
い
に
尊

重
し
あ
え
る
た
め
の
取
り
組
み

を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

多
文
化
共
生
意
識

の
向
上
の
た
め
、
小
学
生
の
児

童
と
留
学
生
や
外
国
人
居
住
者

と
の
国
際
交
流
事
業
（
住
民
活

動
団
体
に
よ
る
）
な
ど
が
行
わ

算
し
ま
す
と
、
そ
の
経
費
削
減

は
年
間
約
１
５
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。斑
鳩
町
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
県
に
負
担
軽
減
を

要
望
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

斑
鳩
町
と
し

て
も
県
に
対
し
市
町
村
の
下
水

道
事
業
の
経
営
状
況
を
踏
ま
え

て
の
維
持
管
理
負
担
金
の
単
価

設
定
を
お
願
い
し
、
流
域
下
水

道
建
設
費
の
一
層
の
精
査
や
合

理
化
策
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
協
議
や
要
望
を
継
続
し
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

が
、
町
も
地
元
交
渉
に
力
を
尽

く
し
て
お
り
、県
と
連
携
し
て
、

三
代
川
の
改
修
の
早
期
実
現
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

議
員　
「
県
内
市
町
村
と
の
連

携
」と
し
て
、ご
み
の
広
域
処
理

に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
や
現

在
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
の

中
で
、
よ
り
安
定
的
な
処
理
の

方
法
を
確
立
し
て
い
く
方
向
で

す
。 

現
在
、奈
良
市
、大
和
郡
山

市
、
生
駒
市
、
平
群
町
、
斑
鳩
町

の
５
市
町
に
よ
る
広
域
処
理
に

向
け
た
勉
強
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

自
区
内
処
理
は
ご
み
処
理
の

原
則
で
す
の
で
、
現
在
参
加
し

て
い
る
５
市
町
の
勉
強
会
を
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
探

り
な
が
ら
、
将
来
的
に
ど
の
よ

う
な
形
の
ご

み
処
理
の
方

法
を
選
択
し

て
い
く
か
、

議
会
と
十
分

協
議
し
な
が

ら
進
め
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

中
西
町
政
の
公
約
の
進
捗
は
？ 

伴　　吉 晴  議員

れ
て
い
ま
す
。先
進
地
事
例
も

参
考
に
調
査
・
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員　

子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
、
な
か
な
か
国
際
交
流
の
機

会
が
な
い
地
域
の
方
に
も
多
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、海
外
と
日
本
で
は「
刺

青
」
に
つ
い
て
の
価
値
観
が
大

き
く
違
い
ま
す
。い
き
い
き
の

里
で「
刺
青
」の
方
が
入
浴
希
望

さ
れ
た
ら
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す

か
。

住
民
生
活
部
長　

刺
青
の
方
の

入
浴
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

議
員　

各
地
で
テ
ー
プ
貼
り
や

時
間
差
な
ど
住
民
の
方
と
協

力
、
認
め
合
っ
て
入
浴
可
能
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。充
分

な
検
討
を
望
み
ま
す
。



町政ここが聞きたい

❾

議
員　

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
は

お
湯
の
確
保
が
難
し
い
災
害
発

生
時
で
も
、
そ
の
ま
ま
乳
児
に

飲
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、災
害
時
に
活
用
で
き
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
１
月
31
日
、
厚

生
労
働
省
か
ら
メ
ー
カ
ー
２
社

に
液
体
ミ
ル
ク
の
製
造
が
承
認

さ
れ
、
消
費
者
庁
の
販
売
許
可

を
得
て
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
と
し
て
災
害
時
の
乳

児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
す
る

お
考
え
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　

液
体
ミ
ル
ク
は
、

今
後
、
技
術
開
発
や
流
通
も
進

む
こ
と
に
伴
い
、
賞
味
期
限
や

価
格
の
改
善
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
災
害
時
用
備
蓄
品
と

し
て
の
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の

導
入
に
つ
い
て
、引
き
続
き
、検

議
員　

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
、
流
域
下
水
道
処
理
場
施

設
を
利
用
す
る
市
町
村
が
県
に

払
っ
て
い
る
、
維
持
管
理
負
担

金
の
軽
減
に
つ
い
て
斑
鳩
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
30
年
度

決
算
額
で
は
下
水
道
使
用
料
が

約
１
億
５
千
万
円
に
対
し
、
流

域
下
水
道
管
理
運
営
負
担
金
が

約
６
６
０
０
万
円
と
な
り
使
用

料
の
44
％
を
占
め
て
い
る
状
況

で
す
の
で
、
維
持
管
理
負
担
金

の
単
価
に
つ
い
て
奈
良
県
に
値

下
げ
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
が
加
入
し
て
い

る
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

費
用
は
約
34
億
８
千
万
円
で
あ

り
、
加
入
し
て
い
る
市
町
村
の

負
担
金
総
額
は
約
46
億
３
千
万

円
で
す
。そ
の
差
額
11
億
５
千

万
円
は
、
県
下
３
か
所
の
赤
字

処
理
場
施
設
の
補
填
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
法
律
的
に

問
題
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

奈
良
県
か
ら

は
汚
水
処
理
に
係
る
維
持
管
理

負
担
金
単
価
に
つ
い
て
県
下
統

一
単
価
と
し
、
県
内
４
か
所
の

処
理
場
を
奈
良
県
全
体
の
事
業

と
し
て
支
え
て
い
く
と
い
う
説

明
で
あ
り
ま
す
。

議
員　

通
常
は
一
番
安
い
処
理

施
設
の
単
価
を
統
一
単
価
と

し
、
そ
の
差
額
を
県
が
負
担
し

て
い
ま
す
。下
水
道
法
の
観
点

か
ら
も
県
が
設
定
し
て
い
る
単

価
は
非
常
に
高
く
、
ま
た
そ
の

よ
う
な
統
一
単
価
設
定
を
し
て

い
る
県
は
全
国
で
奈
良
県
を
含

む
３
県
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。一

般
排
水
単
価
を
元
に
簡
単
に
積

議
員　

斑
鳩
町
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
の
方
々
を
あ
た
た
か

く
お
迎
え
す
る
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、大
阪
万
博
に
加
え
、聖

徳
太
子
１
４
０
０
年
御
遠
忌
な

ど
世
界
中
か
ら
の
注
目
が
集
ま

り
ま
す
。観
光
の
人
数
だ
け
で

は
な
く
、
国
も
言
語
も
多
様
と

な
り
ま
す
。多
言
語
で
の
観
光

案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
表
示
、

通
訳
、Wi
ー

Fi
等
の
現
状
を
お
聞

き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

斑
鳩
町
で
は
、
日

本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語

の
観
光
案
内
板
の
設
置
や
、
フ

ラ
ン
ス
語
を
加
え
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
に

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
斑
鳩
ア

イ
セ
ス
の
方
）
を
配
置
し
て
い

ま
す
。同
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ｒ
法

隆
寺
駅
に
無
料
Wi
ー

Fi
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、私
設
の
Wi
ー

Fi

整
備
へ
の
補
助
制
度
の
創
設

（
30
年
度
）
し
ま
し
た
。さ
ら
に

英
語
版
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
ま
し
た
。民
間
業
者

も
、
外
国
語
表
記
の
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
す
る
等
、
外
国
人
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

議
員　

国
・
言
語
の
違
い
だ
け

で
な
く
、
宗
教
、
行
動
、
表
現
方

法
な
ど
の
違
い
を
お
互
い
に
尊

重
し
あ
え
る
た
め
の
取
り
組
み

を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

多
文
化
共
生
意
識

の
向
上
の
た
め
、
小
学
生
の
児

童
と
留
学
生
や
外
国
人
居
住
者

と
の
国
際
交
流
事
業
（
住
民
活

動
団
体
に
よ
る
）
な
ど
が
行
わ

算
し
ま
す
と
、
そ
の
経
費
削
減

は
年
間
約
１
５
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。斑
鳩
町
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
県
に
負
担
軽
減
を

要
望
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

斑
鳩
町
と
し

て
も
県
に
対
し
市
町
村
の
下
水

道
事
業
の
経
営
状
況
を
踏
ま
え

て
の
維
持
管
理
負
担
金
の
単
価

設
定
を
お
願
い
し
、
流
域
下
水

道
建
設
費
の
一
層
の
精
査
や
合

理
化
策
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
協
議
や
要
望
を
継
続
し
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を

　

災
害
時
の
備
蓄
品
に
！

奥 村　容 子  議員

浄化センターの維持管理費
　　　　　の負担軽減を

溝部　真紀子  議員

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

災
害
は
突
然
や
っ
て
き

ま
す
。い
ち
早
く
乳
児
用
液
体

ミ
ル
ク
の
導
入
を
ご
検
討
い
た

だ
き
、
災
害
時
の
備
蓄
品
と
し

て
備
え
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま

す
。

死
亡
に
伴
う
役
場
手
続
き
を

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

議
員　

ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

方
か
ら
、
亡
く
な
っ
た
後
の
役

場
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
大

変
煩
雑
で
あ
っ
た
と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
分
県
別
府
市
等
の
自
治
体

で
は
、庁
舎
の
一
角
に「
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー
」を
設
け
、家
族
が

亡
く
な
っ
た
時
に
役
所
で
必
要

な
手
続
き
を
、
一
元
的
に
受
け

付
け
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

斑
鳩
町
と
し
て
、
将
来
的
に

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」の
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　
「
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
」設
置
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
的
な
シ
ス
テ
ム
改
修
、

人
員
と
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
が

必
要
と
な
り
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

死
亡
に
伴
う
手
続
き
は
複
数

の
部
署
に
ま
た
が
り
、
ご
遺
族

の
心
理
的
負
担
も
大
き
い
た

め
、
よ
り
詳
細
な
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
ご
遺
族
の
負
担

を
軽
減
し
、
丁
寧
な
ご
案
内
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。先
進
地
事
例
も

参
考
に
調
査
・
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員　

子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
、
な
か
な
か
国
際
交
流
の
機

会
が
な
い
地
域
の
方
に
も
多
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、海
外
と
日
本
で
は「
刺

青
」
に
つ
い
て
の
価
値
観
が
大

き
く
違
い
ま
す
。い
き
い
き
の

里
で「
刺
青
」の
方
が
入
浴
希
望

さ
れ
た
ら
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す

か
。

住
民
生
活
部
長　

刺
青
の
方
の

入
浴
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

議
員　

各
地
で
テ
ー
プ
貼
り
や

時
間
差
な
ど
住
民
の
方
と
協

力
、
認
め
合
っ
て
入
浴
可
能
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。充
分

な
検
討
を
望
み
ま
す
。



一 般 質 問

❿

議
員　

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
、
流
域
下
水
道
処
理
場
施

設
を
利
用
す
る
市
町
村
が
県
に

払
っ
て
い
る
、
維
持
管
理
負
担

金
の
軽
減
に
つ
い
て
斑
鳩
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
30
年
度

決
算
額
で
は
下
水
道
使
用
料
が

約
１
億
５
千
万
円
に
対
し
、
流

域
下
水
道
管
理
運
営
負
担
金
が

約
６
６
０
０
万
円
と
な
り
使
用

料
の
44
％
を
占
め
て
い
る
状
況

で
す
の
で
、
維
持
管
理
負
担
金

の
単
価
に
つ
い
て
奈
良
県
に
値

下
げ
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
が
加
入
し
て
い

る
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

費
用
は
約
34
億
８
千
万
円
で
あ

り
、
加
入
し
て
い
る
市
町
村
の

負
担
金
総
額
は
約
46
億
３
千
万

円
で
す
。そ
の
差
額
11
億
５
千

万
円
は
、
県
下
３
か
所
の
赤
字

処
理
場
施
設
の
補
填
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
法
律
的
に

問
題
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

奈
良
県
か
ら

は
汚
水
処
理
に
係
る
維
持
管
理

負
担
金
単
価
に
つ
い
て
県
下
統

一
単
価
と
し
、
県
内
４
か
所
の

処
理
場
を
奈
良
県
全
体
の
事
業

と
し
て
支
え
て
い
く
と
い
う
説

明
で
あ
り
ま
す
。

議
員　

通
常
は
一
番
安
い
処
理

施
設
の
単
価
を
統
一
単
価
と

し
、
そ
の
差
額
を
県
が
負
担
し

て
い
ま
す
。下
水
道
法
の
観
点

か
ら
も
県
が
設
定
し
て
い
る
単

価
は
非
常
に
高
く
、
ま
た
そ
の

よ
う
な
統
一
単
価
設
定
を
し
て

い
る
県
は
全
国
で
奈
良
県
を
含

む
３
県
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。一

般
排
水
単
価
を
元
に
簡
単
に
積

算
し
ま
す
と
、
そ
の
経
費
削
減

は
年
間
約
１
５
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。斑
鳩
町
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
県
に
負
担
軽
減
を

要
望
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

斑
鳩
町
と
し

て
も
県
に
対
し
市
町
村
の
下
水

道
事
業
の
経
営
状
況
を
踏
ま
え

て
の
維
持
管
理
負
担
金
の
単
価

設
定
を
お
願
い
し
、
流
域
下
水

道
建
設
費
の
一
層
の
精
査
や
合

理
化
策
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
協
議
や
要
望
を
継
続
し
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

当
町
で
は
、
町
が
住
民

の
み
な
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い

し
、
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
拠

点
回
収
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
拠
点
と
な
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
ご
み
収
集
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。そ
の
際
、
固
定
式
の

ボ
ッ
ク
ス
は
町
が
１
０
０
％
費

用
を
出
し
て
設
置
し
ま
す
が
、

固
定
式
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
で
き

な
い
場
所
に
つ
い
て
は
、
カ
ラ

ス
や
猫
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
町
か
ら
無
料
で
支
給
さ
れ

る
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
か
、
も

し
く
は
町
か
ら
各
自
治
会
に
サ

ン
プ
ル
と
し
て
支
給
さ
れ
る
簡

易
式
の
ボ
ッ
ク
ス
１
つ
だ
け
し

か
活
用
で
き
ず
、
２
つ
目
以
降

は
自
治
会
等
で
費
用
を
全
額
自

己
負
担
し
て
設
置
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
住
民

の
み
な
さ
ん
よ
り
「
な
ぜ
簡
易

式
ボ
ッ
ク
ス
だ
け
全
額
自
己
負

担
で
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。同
じ
よ
う
に
拠
点
回

収
に
協
力
し
て
い
る
の
に
不
公

平
で
は
な
い
か
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。固
定
式

ボ
ッ
ク
ス
と
同
様
に
簡
易
式

ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
も
必
要
数

を
自
治
会
等
に
支
給
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

議
員　

斑
鳩
町
中
央
体
育
館
に

つ
い
て
町
内
町
外
の
居
住
者
に

よ
り
使
用
料
に
差
が
な
い
た
め

町
外
か
ら
の
申
請
が
多
く
、
町

民
の
方
の
予
約
が
取
り
に
く
い

と
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改

善
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
問
う
。

　

中
央
体
育
館
と
近
隣
市
町
村

の
体
育
館
の
使
用
制
限
、
使
用

料
の
区
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
？

教
育
長　

中
央
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
町
内
外
使
用
制
限
は
定

め
て
お
ら
ず
、
料
金
も
町
内
町

外
と
も
に
同
一
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

議
員　

町
内
、
町
外
の
使
用
料

に
差
が
無
い
こ
と
か
ら
、
町
内

の
方
が
予
約
を
取
り
に
く
い
の

で
は
な
い
か
？ 

教
育
長　

中
央
体
育
館
は
近
隣

自
治
体
と
し
て
は
早
い
平
成
元

年
に
開
館
し
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
有
効
利
用
さ
れ
る
よ

う
使
用
制
限
や
使
用
料
等
の
区

分
は
設
け
ず
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。近
隣
市
町
村
の
体
育

館
使
用
料
は
、
町
外
居
住
者
の

使
用
料
は
町
内
居
住
者
よ
り
高

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
当
町
の

中
央
体
育
館
に
利
用
が
集
中
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、実
際
の
使
用
状
況
で
は
、

当
町
の
中
央
体
育
館
の
利
用
申

請
の
９
割
が
町
内
居
住
者
に
よ

る
申
請
で
、
使
用
料
の
差
が
な

い
こ
と
で
予
約
が
困
難
な
状
況

と
は
考
え
に
く
い
状
況
で
す
。

議
員　

現
在
の
使
用
時
間
区
分

が
午
前
は
３
時
間
、
午
後
は
５

時
間
、
夜
間
は
４
時
間
で
あ
る

が
、こ
れ
を
改
善
し
、時
間
貸
し

住
民
生
活
部
長　

町
の
窓
口
で

も
同
様
の
声
を
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。簡
易
収
納
式
ボ
ッ
ク
ス

は
、
一
定
規
模
に
対
し
て
ど
う

い
っ
た
個
数
を
配
る
の
か
、
ま

た
、助
成
制
度
を
作
る
の
か
、全

体
的
な
こ
と
を
考
え
て
、
何
ら

か
の
対
応
は
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

建
築
物
の
高
さ
規
制
強
化
を

議
員　

以
前
、Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

前
に
７
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
る
際
に
、
住
民
か

ら
「
町
の
景
観
が
破
壊
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。今
後
、都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
第
５
次

斑
鳩
町
総
合
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
商
業
地
等
の
発
展

を
図
り
つ
つ
も
、
建
築
物
の
高

さ
規
制
を
強
化
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

斑
鳩
町
特
有

の
歴
史
景
観
に
配
慮
し
な
が

ら
、
地
域
ご
と
の
特
性
に
応
じ

た
規
制
の
検
討
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
が
、町
の
考
え
は
？

教
育
長　

当
町
中
央
体
育
館
に

限
ら
ず
中
央
、
東
、
西
公
民
館
、

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
使
用
区
分

も
ほ
ぼ
同
一
の
時
間
区
分
で
す
。

　

使
用
時
間
区
分
に
つ
い
て
は
、

中
央
体
育
館
だ
け
で
は
な
く
町

と
し
て
統
一
し
た
考
え
方
も
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど
の
よ

う
な
時
間
区
分
の
設
定
が
適
切

で
あ
る
の
か
も
含
め
ま
し
て
調

査
研
究
し
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
民
の
健
康
を
考

え
使
用
し
や
す
く
、
ま
た
誰
も

が
わ
か
り
や
す
く
中
央
体
育
館

を
使
用
で
き
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。

斑
鳩
町
中
央
体
育
館
の

　

町
外
居
住
者
の
使
用

　
　

に
つ
い
て

大 森 恒太朗  議員

簡易式ごみ収集ボックスも
必要数支給すべき

ではないか
木 澤　正 男  議員

▲奈良県浄化センター（大和郡山市）
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議
員　

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
、
流
域
下
水
道
処
理
場
施

設
を
利
用
す
る
市
町
村
が
県
に

払
っ
て
い
る
、
維
持
管
理
負
担

金
の
軽
減
に
つ
い
て
斑
鳩
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
30
年
度

決
算
額
で
は
下
水
道
使
用
料
が

約
１
億
５
千
万
円
に
対
し
、
流

域
下
水
道
管
理
運
営
負
担
金
が

約
６
６
０
０
万
円
と
な
り
使
用

料
の
44
％
を
占
め
て
い
る
状
況

で
す
の
で
、
維
持
管
理
負
担
金

の
単
価
に
つ
い
て
奈
良
県
に
値

下
げ
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
が
加
入
し
て
い

る
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

費
用
は
約
34
億
８
千
万
円
で
あ

り
、
加
入
し
て
い
る
市
町
村
の

負
担
金
総
額
は
約
46
億
３
千
万

円
で
す
。そ
の
差
額
11
億
５
千

万
円
は
、
県
下
３
か
所
の
赤
字

処
理
場
施
設
の
補
填
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
法
律
的
に

問
題
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

奈
良
県
か
ら

は
汚
水
処
理
に
係
る
維
持
管
理

負
担
金
単
価
に
つ
い
て
県
下
統

一
単
価
と
し
、
県
内
４
か
所
の

処
理
場
を
奈
良
県
全
体
の
事
業

と
し
て
支
え
て
い
く
と
い
う
説

明
で
あ
り
ま
す
。

議
員　

通
常
は
一
番
安
い
処
理

施
設
の
単
価
を
統
一
単
価
と

し
、
そ
の
差
額
を
県
が
負
担
し

て
い
ま
す
。下
水
道
法
の
観
点

か
ら
も
県
が
設
定
し
て
い
る
単

価
は
非
常
に
高
く
、
ま
た
そ
の

よ
う
な
統
一
単
価
設
定
を
し
て

い
る
県
は
全
国
で
奈
良
県
を
含

む
３
県
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。一

般
排
水
単
価
を
元
に
簡
単
に
積

算
し
ま
す
と
、
そ
の
経
費
削
減

は
年
間
約
１
５
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。斑
鳩
町
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
県
に
負
担
軽
減
を

要
望
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

斑
鳩
町
と
し

て
も
県
に
対
し
市
町
村
の
下
水

道
事
業
の
経
営
状
況
を
踏
ま
え

て
の
維
持
管
理
負
担
金
の
単
価

設
定
を
お
願
い
し
、
流
域
下
水

道
建
設
費
の
一
層
の
精
査
や
合

理
化
策
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
協
議
や
要
望
を
継
続
し
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

本
年
８
月
19
日
に
、
時

間
雨
量
50
ミ
リ
を
超
え
る
雨
が

斑
鳩
町
で
も
降
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
こ
の
雨
量
を
超
え
る
よ

う
な
雨
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、国
、

県
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

内
水
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

斑
鳩
町
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

都
市
建
設
部
長　

内
水
被
害
対

策
に
伴
う
ハ
ー
ド
対
策
に
つ
い

て
の
ご
質
問
で
す
。

　

本
町
に
お
け
る
内
水
被
害
対

策
と
し
て
は
、
流
域
に
お
け
る

雨
水
の
流
出
抑
制
対
策
と
し
て

大
雨
時
に
一
時
的
に
雨
水
を
貯

留
し
少
し
ず
つ
下
流
へ
流
し
、

洪
水
時
の
下
流
の
負
担
を
軽
減

さ
せ
る
貯
留
浸
透
事
業
を
平
成

８
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

貯
留
浸
透
事
業
に
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
た
め
池
・
田
ん
ぼ
を

活
用
し
た
も
の
が
あ
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
活
用
し
た
貯
留
施
設

は
、斑
鳩
中
学
校
、斑
鳩
東
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
健
民
運
動

場
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、た
め
池

を
活
用
し
た
貯
留
施
設
と
し
て

は
、毛
無
池
、瓦
塚
池
、東
町
池
、

天
満
上
池
、慶
花
池
、松
谷
池
な

ど
の
た
め
池
に
お
い
て
整
備
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
田
ん
ぼ
を
活

用
し
た
水
田
貯
留
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
平
成
28
年
度
・
29
年

度
に
東
里
地
区
の
農
業
者
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
約
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
ん
ぼ
で
水
田

貯
留
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で

議
員　

当
町
で
は
、
町
が
住
民

の
み
な
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い

し
、
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
拠

点
回
収
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
拠
点
と
な
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
ご
み
収
集
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。そ
の
際
、
固
定
式
の

ボ
ッ
ク
ス
は
町
が
１
０
０
％
費

用
を
出
し
て
設
置
し
ま
す
が
、

固
定
式
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
で
き

な
い
場
所
に
つ
い
て
は
、
カ
ラ

ス
や
猫
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
町
か
ら
無
料
で
支
給
さ
れ

る
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
か
、
も

し
く
は
町
か
ら
各
自
治
会
に
サ

ン
プ
ル
と
し
て
支
給
さ
れ
る
簡

易
式
の
ボ
ッ
ク
ス
１
つ
だ
け
し

か
活
用
で
き
ず
、
２
つ
目
以
降

は
自
治
会
等
で
費
用
を
全
額
自

己
負
担
し
て
設
置
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
住
民

の
み
な
さ
ん
よ
り
「
な
ぜ
簡
易

式
ボ
ッ
ク
ス
だ
け
全
額
自
己
負

担
で
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。同
じ
よ
う
に
拠
点
回

収
に
協
力
し
て
い
る
の
に
不
公

平
で
は
な
い
か
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。固
定
式

ボ
ッ
ク
ス
と
同
様
に
簡
易
式

ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
も
必
要
数

を
自
治
会
等
に
支
給
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

町
の
窓
口
で

も
同
様
の
声
を
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。簡
易
収
納
式
ボ
ッ
ク
ス

は
、
一
定
規
模
に
対
し
て
ど
う

い
っ
た
個
数
を
配
る
の
か
、
ま

た
、助
成
制
度
を
作
る
の
か
、全

体
的
な
こ
と
を
考
え
て
、
何
ら

か
の
対
応
は
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

建
築
物
の
高
さ
規
制
強
化
を

議
員　

以
前
、Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

前
に
７
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
る
際
に
、
住
民
か

ら
「
町
の
景
観
が
破
壊
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。今
後
、都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
第
５
次

斑
鳩
町
総
合
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
商
業
地
等
の
発
展

を
図
り
つ
つ
も
、
建
築
物
の
高

さ
規
制
を
強
化
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

斑
鳩
町
特
有

の
歴
史
景
観
に
配
慮
し
な
が

ら
、
地
域
ご
と
の
特
性
に
応
じ

た
規
制
の
検
討
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

す
。

　

現
在
、
平
成
12
年
に
浸
水
被

害
が
生
じ
ま
し
た
法
隆
寺
南
３

丁
目
の
上
流
部
で
貯
留
施
設
の

整
備
が
で
き
る
箇
所
の
効
果
検

証
を
行
い
な
が
ら
、
候
補
地
の

選
定
を
行
い
、
奈
良
県
と
連
携

し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

議
員　

早
急
に
対
応
し
な
い
と

い
け
な
い
課
題
で
あ
り
ま
す
。

一
刻
も
早
い
貯
留
施
設
の
選
定

が
必
要
で
す
。住
民
の
皆
様
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
っ
か
り
と
説
明
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

今
ま
で
以
上
の
対
策
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
へ
の
指
導

も
し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

斑
鳩
町
の
内
水
対
策
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

小 城　世 督  議員

▶
簡
易
式
ご
み
収
集
ボ
ッ
ク
ス

◀

健民運動場
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議
員　

災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
、
学
校
や
公
民
館
な
ど
の

公
共
施
設
20
か
所
が
指
定
さ
れ

「
斑
鳩
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
、
避
難
場
所
ま
で
の
距
離

や
避
難
場
所
の
収
容
人
数
な
ど

に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
自
主
防
災
会
、
自
治

会
な
ど
と
連
携
し
て
地
域
に
あ

る
公
園
や
、
民
間
事
業
と
協
定

を
結
び
ス
ー
パ
ー
や
大
型
店
舗

の
駐
車
場
な
ど
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
等
、
避
難
場
所
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
周
知
の
た
め
提
携
し
た
駐

車
場
な
ど
も
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
に
記
載
し
た
ほ
う
が
良
い

と
思
う
が
、
お
考
え
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

総
務
部
長
　
20
か
所
の
指
定
避

難
所
で
想
定
さ
れ
る
最
大
避
難

者
数
は
収
納
可
能
な
規
模
で

す
。し
か
し
、
地
域
に
よ
り
、
指

定
避
難
所
ま
で
は
遠
く
、
も
う

少
し
近
い
と
こ
ろ
に
避
難
す
る

た
め
、
自
治
会
の
集
会
所
等
を

自
主
的
に
開
設
す
る
避
難
所
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。イ
オ

ン
株
式
会
社
や
法
隆
寺
と
災
害

時
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
協
定

を
締
結
し
て
お
り
ま
す
が
、
地

域
の
方
々
と
の
連
携
の
も
と
、

民
間
事
業
者
等
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
避
難
施
設
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

福
祉
会
や
民
生
児
童
委

員
に
お
い
て
は
、
協
議
会
な
ど

が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見

交
換
の
場
が
あ
り
ま
す
が
、
自

主
防
災
組
織
に
お
い
て
は
、
意

見
交
換
が
で
き
る
協
議
会
は
組

織
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

自
主
防
災
組
織
間
の
連
携
を

深
め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
法
隆
寺
に
お
け
る

避
難
誘
導
訓
練
な
ど
を
通
じ

て
、
複
数
の
自
主
防
災
組
織
の

方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
機

会
は
あ
り
ま
す
の
で
、
意
見
交

換
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
な

ど
、
自
主
防
災
組
織
間
の
連
携

を
深
め
る
た
め
の
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員　

引
き
続
き
、
日
ご
ろ
か

ら
行
政
と
自
主
防
災
組
織
・
福

祉
会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
組

織
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

団
体
が
連
携
し
て
対
応
す
る
仕

組
み
づ
く
り
や
災
害
発
生
時
に

適
切
な
対
応
が
で
き
る
き
め
細

や
か
な
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

災害時の命を守る
　　　体制づくりについて

齋 藤　文 夫  議員

議
会
の
日
程

　

開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

７
４
‐
１
０
０
１　

内
線
３
０
２

閉
会
中
の
委
員
会

15
日（
金
）

19
日（
火
）

20
日（
水
）

25
日（
月
）

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

２
日（
月
）

５
日（
木
）

６
日（
金
）

９
日（
月
）

10
日（
火
）

11
日（
水
）

13
日（
金
）

18
日（
水
）

12
月

11
月

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

12
月
議
会
の
予
定

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
】



委員会のうごき

　
委
員
会
付
託
議
案

　
継
続
審
査

　
各
課
報
告
事
項

⓭

○
斑
鳩
町
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
公
布
に
伴

い
、
下
水
道
条
例
の
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
大
和
川
上
流
域
に
お
け
る
治

水
事
業
の
促
進
を
求
め
る
意
見

書
（
国
へ
）
及
び
大
和
川
流
域

に
お
け
る
治
水
事
業
の
促
進
を

求
め
る
意
見
書
（
県
へ
）
そ
れ

ぞ
れ
の
採
択
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
を
含
む
「
大
和
川
改

修
促
進
期
成
同
盟
会
」
を
構
成

す
る
２
市
６
町
の
各
議
会
に
、

大
和
川
流
域
治
水
事
業
の
早
期

実
現
に
向
け
、
意
見
書
を
採
択

し
、
国
・
県
に
提
出
す
る
よ
う

依
頼
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
採
択
し
、

当
委
員
会
の
発
議
に
よ
り
本
会

議
で
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
決
し
ま
し
た
。

〇
長
田
町
町
営
住
宅
駐
車
場
の

道
路
へ
の
用
途
変
更
要
望
に
つ

い
て　

　

隣
接
地
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

長
田
町
町
営
住
宅
駐
車
場
の
一

部
を
道
路
と
し
て
活
用
さ
れ
た

い
と
の
要
望
で
す
。

　

仮
に
要
望
の
道
路
が
接
続
さ

れ
た
場
合
、
町
道
１
２
１
号
線

や
龍
田
通
り
へ
の
通
行
量
増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
龍

田
通
り
は
、
近
年
通
行
量
が
増

加
し
て
お
り
、
地
域
か
ら
交
通

安
全
対
策
の
強
化
等
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
陳
情
者
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民

の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
十
分
に

調
査
研
究
し
た
上
で
慎
重
審
議

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
結
果
）
継
続
審
査
と
決
定
。

　

９
月
13
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
の

付
託
議
案
や
継
続
審
査
案
件
等
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
三

室
交
差
点
付
近
の
工
事
に
つ
い

て
、
奈
良
国
道
事
務
所
は
本
線

部
分
へ
の
交
通
の
切
換
え
を
今

年
12
月
末
を
ひ
と
つ
の
目
途
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
の
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
か

ら
東
側
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
道
路
の
設
計
の
た

め
路
線
測
量
作
業
に
着
手
さ
れ

て
い
ま
す
。
９
月
１
日
に
奈
良

国
道
事
務
所
に
よ
り
地
元
説
明

会
が
行
わ
れ
、
路
線
測
量
作
業

へ
の
協
力
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
も
、
国
と
連
携
し
、

地
域
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

対
応
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

〇
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
に
つ
い
て

　

次
期
の
農
業
委
員
会
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

任
命
に
か
か
る
手
続
き
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
今
年
12
月
か
ら

来
年
１
月
に
公
募
を
行
う
と
の

こ
と
で
す
。

〇
西
里
地
区
「
ゾ
ー
ン
30
」

　

奈
良
県
警
は
、
生
活
道
路
に

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
区
域

を
定
め
、
30
㎞
の
最
高
速
度
規

制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

西
里
地
区
に
お
い
て
、
奈
良

県
警
が
整
備
を
進
め
る
「
ゾ
ー

ン
30
」
の
整
備
を
県
と
町
が
協

力
し
て
行
い
、
９
月
末
の
整
備

完
了
を
計
画
し
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

区
域
を
定
め
て
時
速
30
㎞
の

最
高
速
度
規
制
を
実
施
す
る
な

ど
重
点
的
に
交
通
安
全
対
策
が

強
化
さ
れ
ま
す
。

〇
そ
の
他

　

地
籍
調
査
の
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て

（
井
上
委
員
長
記
）

▲

長
田
町
町
営
住
宅
の

駐
車
場
の
一
部

◀

西里地区の「ゾーン 30」
の路面表示
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継
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⓮

◎
斑
鳩
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

本
人
か
ら
の
届
け
出
に
よ
り

住
民
票
に
旧
氏
が
記
録
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
旧
氏
で
の
印
鑑

登
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
改

正
で
す
。

◎
斑
鳩
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

償
還
金
の
支
払
猶
予
の
規
定

を
新
た
に
設
け
る
と
と
も
に
、

償
還
免
除
の
対
象
を
拡
大
し
、

破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
又
は

再
生
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受

け
た
者
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

◎
斑
鳩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
条

文
の
整
理
等
所
要
の
改
正
で
す
。

◎
斑
鳩
町
保
育
の
実
施
に
関
す

厚 生常任委員会

　９月１7日、全委員出席のもと、委員会を開
催しましたので、その概要をご報告します。
　本会議から付託を受けた７議案について
は、すべて満場一致で可決すべきものと決し
ました。

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
所
要

の
改
正
で
す
。
主
な
改
正
内
容

は
、
す
べ
て
の
階
層
に
お
け
る

３
歳
以
上
児
の
保
育
料
の
無
償

化
で
す
。
ま
た
、
３
歳
未
満
児

の
う
ち
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
保
育
料
を
無
償
と
す
る
も

の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

主
な
改
正
内
容
は
、
保
育
料

の
無
償
化
に
は
主
食
費
・
副
食

費
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
各

施
設
で
の
徴
収
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
年
収
３
６
０
万
円

未
満
相
当
世
帯
の
全
て
の
子
ど

も
と
、
全
所
得
階
層
の
第
３
子

以
降
を
対
象
に
副
食
費
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運

営
に
関
す
る
基
準
」
が
新
設
さ

れ
、
教
育
・
保
育
そ
の
他
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
提
供
の

記
録
等
８
項
目
の
基
準
を
定
め

る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

保
険
事
業
勘
定
の
前
年
度
の

精
算
と
、
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

委
託
料
52
万
８
千
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
勘
定
は
精
算

に
よ
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
斑
鳩
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
会
計
か
ら
の
繰

越
し
、
ま
た
広
域
連
合
へ
の
納

付
等
に
関
す
る
も
の
で
す
。

〇
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　

現
在
参
加
の
「
ご
み
処
理
広

域
化
に
関
す
る
学
習
会
」
で
は

初
め
て
実
務
者
会
合
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
後
「
協

議
会
レ
ベ
ル
」
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
情
報
共
有

と
課
題
整
理
を
行
う
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

〇
令
和
元
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ

い
て

　

本
委
員
会
関
連
部
分
で
は
高

圧
滅
菌
機
の
購
入
費
用
30
万
円

の
計
上
等
で
す
。

〇
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
に
つ
い
て

○
た
つ
た
保
育
園
で
の
給
食
へ

の
異
物
混
入
と
再
発
防
止
に
つ

い
て

（
濱
委
員
長
記
）

き
ゅ
う
う
じ



　
委
員
会
付
託
議
案

　
各
課
報
告
事
項

⓯

◎
斑
鳩
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
立
幼
稚
園
保
育
料
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
の
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
の
７
議
案
は
す
べ

て
満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
令
和
元
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ

い
て

（
問
）
王
寺
駅
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
伴
い
、

奈
良
交
通
へ
支
払
う
町
の
負
担

金
５
万
４
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
利
便
性
が
向
上
す
る

区
間
は
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
、
笠
町
か
ら
の
既
存
交
通
料

金
１
９
０
円
の
徴
収
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
答
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
笠

町
、
王
寺
間
の
１
９
０
円
に
つ

い
て
は
町
の
施
策
と
し
て
負
担

金
を
払
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

◎
平
成
30
年
（
ワ
）
第
５
３
６

号
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解

に
つ
い
て

　

町
立
幼
稚
園
保
育
料
の
過
徴

収
問
題
に
つ
い
て
、
町
が
行
っ

た
説
明
は
虚
偽
で
あ
る
と
し
て
、

前
町
長
が
町
を
名
誉
棄
損
で
訴

え
て
い
る
裁
判
で
、
原
告
、
被

告
双
方
で
の
和
解
協
議
が
ま
と

ま
り
、
和
解
案
が
議
案
と
し
て

提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
問
）
町
が
和
解
を
決
定
す
る

に
至
っ
た
考
え
方
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

（
町
長
）
町
顧
問
弁
護
士
か
ら

助
言
等
も
受
け
な
が
ら
、
何
度

も
協
議
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

今
回
提
出
の
和
解
案
に
至
っ
た
。

　

和
解
案
に
は
、
原
告
も
組
織

の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
自

ら
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
認
め
て
お
ら
れ
る
と
理
解
し

て
い
る
が
、
一
方
で
原
告
が
そ

の
在
任
中
に
起
こ
っ
た
事
案
に

つ
い
て
、
当
時
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
責
任
を
負
う
べ
き
立
場
で

あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
は
考
え

て
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
こ
と

は
本
当
に
残
念
な
思
い
で
い
る
。

　

当
議
案
の
内
容
で
和
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
賛
成
、
反

対
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
ろ

う
か
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら

斑
鳩
町
の
町
政
を
あ
ず
か
る
者

と
し
て
、
こ
れ
以
上
大
切
な
公

費
や
時
間
を
無
駄
に
費
や
し
裁

判
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
よ
り

も
、
今
、
和
解
を
し
て
、
住
民

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
和
解
の
判
断
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成

少
数
で
否
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

（
※
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で

可
決
）

○
斑
鳩
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
王
寺
駅
乗
入
れ
案
に
つ
い
て

○
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
係
る
町
立
幼
稚
園
の
給
食
費

に
つ
い
て

〇
斑
鳩
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
に
つ
い
て

〇
町
民
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
に

つ
い
て

〇
斑
鳩
町
マ
ル
シ
ェ
・
宿
泊
施

設
等
事
業
者
誘
致
事
業
に
係
る

施
設
の
開
業
予
定
等
に
つ
い
て

〇
世
界
文
化
遺
産
活
性
化
事
業

に
係
る
東
京
・
斑
鳩
リ
レ
ー
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
に
つ
い
て

〇
町
有
地
の
売
り
払
い
に
つ
い

て
　

以
上
、
７
件
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

（
木
澤
委
員
長
記
）

　

９
月
18
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
９
議
案
の
う
ち
７
議
案
に
つ
い
て

は
、
満
場
一
致
で
可
決
、
残
り
の
２
議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
、
賛
成
少
数
で
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会



⓰

斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　濱　議員

　私はこの改正案のすべてに反対ではありません。国・
県の法律や条例の公布について市町村は順守しなけれ
ばなりません。しかし、住民の思いを公式の場で表明
し、国・県・町の行政に異議を申し上げるのは議会制
民主主義の基本です。よって、私は「グリーン化特例」
のうち「軽自動車（自家用乗用車）について電気自動
車等に限定して適応する」ことについて反対です。自
動車による排ガスの削減の取り組みは技術面での発展
で進み、排ガス性能と燃費性能の高い車の購入者には
減税が適用され、排ガス削減につながっています。軽
自動車は住民生活に欠かせません。排ガスの窒素酸化
物等の排出量が少ない軽自動車の税軽減が２年の延長
後には廃止されることは排ガス削減に逆行するものと
して私は強く反対するものです。

【 賛 成 意 見 】　溝部議員

　この度の町税条例の改正は、地方税制の改正に伴い、
町税条例を改正しようとするもので、個人の住民税及び
軽自動車税に関する改正内容となっています。
　個人の住民税に関しては前年の合計所得額が１３５万
円以下であるひとり親に対し、個人住民税を非課税とす
る措置が講じられるものであります。軽自動車税に関し
ては、消費税１０％引き上げにあわせ、保有課税を恒久的
に引き下げることにより、需要を平準化するとともに、
燃費性能の優れた自動車や先進安全技術搭載車普及等
を図るものであります。
　また、環境性能割は消費税１０％への引き上げに伴い、
廃止される自動車取得税にかわり創設されたものであ
り、地方の安定的な財源の確保に資するものであります。
　よってこの条例改正は増税を促進するものでないと
考え、本議案に賛成するものであります。

【 反 対 意 見 】　嶋田議員

　補正予算の内、コミュニティバス王寺駅乗入れ負担金
について、反対します。斑鳩町から王寺駅まで乗り入れ
ることについては了解していますが、笠町から王寺駅ま
での料金分１９０円を、町が利用者に代わり、民間事業
者に負担金として支払うことには納得ができません。東
地区から乗車して王寺駅まで利用されることは、時間的
にみても皆無だと思われます。西地区の方の利用につい
てだけ、町が負担金を支払うことは税の使い方の公平性
の面で問題があります。
　笠町から王寺駅まで１９０円とすれば、町内でコミバ
スに乗って１００円。あとは、その差額９０円だけ王寺
駅までの乗客が支払えば、民間運賃と同額になり、民間
事業者への負担金も払わなくてすむはずです。受益者負
担の観点からも皆が納得のいくコミュニティバスの料
金体系にすべきだと提言して反対意見とします。

【 賛 成 意 見 】　大森議員

　本補正予算は、女性活躍推進の観点から印鑑登録にお
ける旧氏併記を可能とするシステム改修の実施や、高齢
者を対象とした自動車誤発進防止装置の購入費等の助
成、防災無線機器等の更新、さらには、幼児教育・保育の
無償化に伴う幼稚園の副食費相当分の助成など、町民の
皆さんの安心・安全を支え、また、子育て支援の充実を
図る補正予算が盛り込まれております。
　町執行部におかれましては、これらの事業を確実にす
すめていただき、住民サービスの向上につとめていただ
きたいと考えております。
　今回の補正につきましては、住民生活の向上および町
行政の円滑な運営に必要なものと認めまして、私は、本
議案に賛成するものであります。

議案に対して賛否が分かれた場合、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べる「討論」を行います。
9月定例会で３件の討論が行われました。

令和元年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について（賛成多数で可決）

きゅううじ



⓱

平成３０年（ワ）第５３６号損害賠償請求事件の和解について（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　伴　議員

　この裁判は、当時の最高責任者であった前町長が、
国からの通達に対し、保育園の保育料は減額したにも
かかわらず、幼稚園の保育料は通達に従わず放置した
事件を町が事実のまま記者会見したことに対し、前町
長が名誉棄損を訴えられたことによる事件です。
　和解案では、前町長だけの責任ではない、町組織の
問題でもあったとなっております。
　実際３２年勤めておられた前町長の意向が一番の影
響力であったことは推測することができます。その長
期政権の状況で、本当に町組織も問題があったといえ
るのでしょうか。
　また、斑鳩の尊厳のためにも、真相を究明するべき
です。なぜなら、裁判費用が税金で支払われて町民の
負担になることを分かっておられる前町長が、斑鳩町
を訴えられた事件だからです。
　そのことから、この和解条項案には賛成することが
できません。

【 賛 成 意 見 】　奥村　議員

　当和解案については、各議員さまざまな思いがあると
存じますが、多くの住民の視線に立ちますと、町には、福
祉・教育・都市基盤整備など、取り組むべき多くの課題
があり、中西町政には、足踏みすることなく、さまざまな
事業を進めていただきたいと考えます。
　そのような中、「斑鳩町立幼稚園の保育料の過徴収に
ついては、前町長を含めた組織の問題である」ことを
前町長が認めておられることを踏まえ、中西町長は、町
のトップとして、これ以上大切な公費や職員のエネル
ギーを裁判に費やすよりも、和解をして、住民サービス
の向上に公費やエネルギーをかけたいと、和解を決断さ
れたとのことです。
　私は、この中西町長の決断を重く受け止め、当議案に
賛成するものです。中西町長には、今後も、住民の声なき
思いまでも受け止め、職員との信頼関係をますます深め
つつ、新しい斑鳩づくりに邁進されますことを期待いた
しまして、私の賛成意見とします。

本 会 議 で の
討 論

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

議会を傍聴してみませんか！
　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、事前に通告された一般質問の要旨は、斑鳩町
ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp）に
掲載しています。斑鳩町ホームページで斑鳩町議会を
クリックしてご覧ください。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です



議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198   　

 奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12  

74-1001 内
線
302

令
和
元
年
11月

1日
発
行

No.102

▲斑鳩南中学校

▲斑鳩中学校

　

「
水
仙
」
の
球
根

を
買
い
ま
し
た
。
１

８
９
９
年
生
ま
れ
の

祖
母
が
好
き
だ
っ
た

花
で
す
。
今
で
は
品

種
改
良
が
進
ん
で
、

色
や
大
き
さ
や
、
花

弁
の
豪
華
な
も
の
も

あ
り
ま
す
。
祖
母
の

時
代
で
は
き
っ
と
質

素
で
小
さ
い
花
だ
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
水
仙
が
好
き
な
の
か
を

た
ず
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
答
え
は
「
姿
が
見
え
な
く

て
も
、い
い
香
り
で
う
っ
と
り
さ

せ
て
く
れ
る
か
ら
」
で
し
た
。

　

こ
の
町
に
は
水
仙
に
似
た
見

え
な
く
て
も
惹
か
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
一
緒
に

「
う
っ
と
り
」
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。（

濱
委
員
長
記
）
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子
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員　
　

伴　
　

吉
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〃　
　
　
　

大
森
恒
太
朗

　

 

〃　
　
　
　

横
田　

敏
文

　

 

〃　
　
　
　

奥
村　

容
子

広
報
発
行
常
任
委
員
会

中学校の体育大会
　力強く、躍動感あふれる競技
が行われました。

「太子ゆかりの地」友好都市の
兵庫県・太子町議会が
視察に来町

　平成９年１１月に兵庫県太子町・大阪府太子
町・斑鳩町は、聖徳太子のご縁で友好都市提
携を結び、それ以来、中学生太子サミットなど、
さまざまな形で交流を続けています。
　１０月９日（水）には、兵庫県太子町議会の福祉文教常任委員会のみなさんが、先進地視察のため
来町されました。斑鳩町ゼロ・ウェイスト宣言や斑鳩っ子ナビなどの子育て支援の取組みについて視察
され、斑鳩町議会との交流も深めました。太子町議会のみなさんは、斑鳩町の資源化率の高さに関心
され、視察の成果を太子町のごみ削減に生かしたいと話されていました。


